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＊
今
回
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
に
よ
っ
て
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。 
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１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
の
島
根
県

告
示
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
周
年
の
２

０
０
５
（
平
成
17
）
年
、
島
根
県
議
会

は
、
竹
島
の
領
土
権
の
早
期
確
立
を
目

指
し
、
２
月
22
日
を
「
竹
島
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。 

【
豆
知
識
】
竹
島
は
、
な
ぜ
韓
国
が
占
拠

し
て
い
る
の
か 

 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
効

力
が
発
生
す
る
３
か
月
前
の
１
９
５
２

（
昭
和
27
）
年
１
月
18
日
、
韓
国
の
李

承
晩
大
統
領
は
、
突
然
「
李
承
晩
ラ
イ

ン
」（
海
洋
主
権
宣
言
）
を
宣
言
し
て
竹

島
を
ラ
イ
ン
内
に
取
り
込
み
ま
し
た
。

こ
れ
が
竹
島
問
題
の
始
ま
り
で
す
。 

 

日
本
政
府
は
直
ち
に
抗
議
し
、
島
根

県
は
竹
島
に
標
柱
を
建
て
ま
し
た
。
し

か
し
、
韓
国
は
日
本
の
巡
視
船
に
発
砲

す
る
な
ど
し
て
、
竹
島
を
占
拠
し
ま
し

た
。
韓
国
は
以
後
、
竹
島
に
灯
台
を
設

置
し
、
海
洋
警
察
隊
を
置
い
て
監
視
を

始
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
、

日
韓
漁
業
協
定
が
結
ば
れ
て
「
李
承
晩

ラ
イ
ン
」
が
消
滅
し
た
後
も
ヘ
リ
ポ
ー

ト
や
警
察
隊
員
の
宿
舎
、
埠
頭
を
建
設

す
る
な
ど
し
て
今
日
ま
で
不
法
占
拠
を

続
け
て
い
ま
す
。 

●
町
の
取
組
み 

①
国
へ
の
要
望 

 

毎
年
、
関
係
省
庁
な
ど
に
「
領
土
権

の
確
立
及
び
漁
業
の
安
定
操
業
」
に
つ

い
て
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

②
調
査
研
究 

 

国
・
県
と
合
同
で
調
査
を
行
い
、
町

内
の
関
係
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

③
啓
発
活
動 

 

調
査
研
究
の
成
果
の
公
表
（
新
聞
報

道
）
や
学
習
会
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

  

今
後
も
、
領
土
権
の
早
期
確
立
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

役
場 

総
務
課 

竹
島
対
策
係 

 

電
話
２-

２
１
１
１ 

 
 

 

令
和
３
年
５
月
３
日
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
、
島
根
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
「
水
若
酢
神
社
祭
礼
風
流
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
為
、
本
殿
祭
の
み
行
い
、
祭
礼

風
流
（
神
幸
祭
・
山
曳
き
・
一
番
立
て
・

獅
子
舞
・
流
鏑
馬
・
大
楽
・
巫
女
舞
等

の
各
種
神
事
）
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。 

 

 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

 
 

 
 

 
 

文
化
振
興
係 

 

電
話
２-

２
１
２
６ 

 

水
若
酢
神
社  

電
話
５-

２
１
２
３ 
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 49

 

2,000
 

 50

 

89  

2,000
 

  90

124  

2,400
 

           

  125

249  

3,600
 

       

   250

 

6,000
 

 
3,700

 

 

( ) 

2,000
 

 
5,900

 

 

隠
岐
の
島
町
商
工
会
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
い
る
、
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
事

業
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
経
営
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

 

経
営
の
課
題
や
資
金
繰
り
の
不
安
、

感
染
症
対
策
な
ど
、
幅
広
く
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
左
記
の
お

問
合
せ
先
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

          

 

 

隠
岐
の
島
町
商
工
会 

電
話
２-

１
１
５
７ 

 

 
 

役
場
保
健
課
で
は
、
次
の
と
お
り
糖

尿
病
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
糖
尿
病
と

上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
、
お

薬
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
せ
ん
か
？

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

「
お
薬
の
基
本
に
つ
い
て
」 

 

ス
イ
ン
グ
お
き
薬
局 

薬
剤
師 

田
中
陽
一
郎
氏 

 

糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方
及
び

そ
の
ご
家
族
の
方 

 

３
月
４
日
（
木
） 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

 

役
場
３
階
３
０
２
会
議
室 

 

・
糖
尿
病
手
帳 

・
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
の
み
） 

 

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。 

・
当
日
は
マ
ス
ク
を
着
用
の
上
動
き

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

に
よ
り
、
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

 

 

役
場 

保
健
課 

健
康
係 

 
 

 
 

 
 

電
話
２-
８
５
６
２ 

 

 

町
内
で
も
患
者
数
が
増
え
て
い
る
糖

尿
病
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

糖
尿
病
の
予
防
に
は
、
食
事
や
運
動
な

ど
生
活
習
慣
を
よ
り
良
く
改
善
す
る
こ

と
や
、
健
康
診
断
を
毎
年
受
診
す
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に

糖
尿
病
予
防
の
秘
訣
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

 

 

３
月
10
日
（
水
） 

午
後
２
時
～
３
時 

 

役
場
２
階
２
０
１
会
議
室 

 

知
っ
て
得
す
る
糖
尿
病
予
防
の
話 

～
高
血
糖
を
防
ぐ
大
切
さ
を
学
ぼ
う
～ 

 

隠
岐
広
域
連
合
立
隠
岐
病
院 

総
合
診
療
科
医
長 

小
川
将
也
先
生 

 

・
申
し
込
み
は
不
要
で
料
金
は
無
料
で

す
。 

・
当
日
は
マ
ス
ク
を
着
用
の
上
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
り
、
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

・
こ
の
講
演
会
は
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン

ト
対
象
事
業
で
す
。
（
２
ポ
イ
ン
ト
） 

 
 

 

役
場 

保
健
課 

健
康
係 

電
話
２-

８
５
６
２ 

 

 
 

  

 

隠
岐
病
院
で
は
、
外
来
診
療
再
編
に

伴
い
、
以
下
の
内
容
で
皮
膚
科
外
来
の

診
療
体
制
の
変
更
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

令
和
３
年
２
月
22
日 

 

①
月
・
木
の
午
前
診
療
の
廃
止 

②
月
・
木
の
午
後
診
療
は
予
約
の
み 

※
皮
膚
疾
患
で
診
察
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
症
状
に
応
じ
て
他
の
診
療
科
へ

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

 

隠
岐
病
院 

 
 

 
 

 
 

電
話
２-

１
３
５
６ 



                                 

                                 

                                 

                                 

 

 

 

「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
自
死
予
防
を

主
な
目
的
と
し
た
悩
み
事
電
話
相
談
で

す
。
こ
の
活
動
を
支
え
る
の
は
、
仕
事

や
家
庭
を
持
ち
な
が
ら
研
修
を
う
け
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
電
話
相
談
員
で
す
。 
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○
受
講
期
間 

 

４
月
３
日(

土)

か
ら
６
月
19
日
（
土
）

ま
で
の
第
１
・
３
・
５
土
曜
日 

○
時
間 

午
後
１
時
15
分
～
午
後
４
時
30
分 

○
場
所 

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
（
松
江
市
）・
い

わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）・
自
宅
等
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
受
講
も
で
き
ま
す 

○
募
集
人
数 

25
人
程
度 

○
受
講
費
用 

１
０
，
０
０
０
円 

 

※
１
講
座
１
，
０
０
０
円
で
選
択
受
講

も
で
き
ま
す
。 

○
募
集
締
切 

３
月
20
日
（
土
） 

 

○
応
募
資
格 

第
１
課
程
を
修
了
し
た
人
（
10
回
以
上

出
席
）
※
第
１
課
程
終
了
後
、
面
接
を

経
て
受
講
の
可
否
が
決
ま
り
ま
す
。 

○
受
講
費
用 

１
万
円
（
そ
の
他
、
テ
キ
ス
ト
代
２
，
０

０
０
円
程
度
、
宿
泊
研
修
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
） 

○
受
講
期
間 

２
０
２
１
年
７
月
～
２
０
２
２
年
３
月

毎
週
土
曜
日
（
第
４
土
曜
日
を
除
く
） 

【第１課程 公開講座（全 15 回）どなたでもご参加いただけます。】 

 

 

島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務
局 

 

電
話
０
８
５
２-

３
２-

５
９
８
５ 

 

Ｅ
メ
ー
ル 

 
 
s
-
i
n
o
c
h
i
@
s
m
i
l
e
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
 

 

 

 

令
和
３
年
４
月
以
降
に
水
道
検
針
業

務
に
携
わ
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

 

個
人
ま
た
は
事
業
所 
若
干
名 

 

 

特
に
な
し 

 

特
に
な
し 

 

毎
月

20
日
前
後
に
原
田
地
区
及
び
城

北
町
の
水
道
検
針
業
務 

 

委
託
契
約  

（
事
業
所
） 

１
件
に
つ
き 

１
２
０
円
（
税
別
） 

（
個
人
） 

１
件
に
つ
き 

１
０
０
円 

 

３
月
15
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で 

 

後
日
応
募
者
に
ご
連
絡
し
ま
す
。 

＊
申
込
方
法
及
び
詳
細
は
、
左
記
ま
で

お
電
話
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

隠
岐
の
島
町
下
西
78-

２ 

 

役
場 

上
下
水
道
課 

業
務
係 

 
 

 
 

 
 

電
話
２-

０
１
９
２ 

 

 

 

近
頃
、
隠
岐
の
島
町
内
で
、
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
名
乗
る
業
者
か
ら

の
不
審
な
電
話
が
発
生
し
て
い
ま

す
。 

 

全
国
的
に
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ

ッ
プ
を
名
乗
っ
て
電
話
で
勧
誘
し
、

応
じ
た
人
の
自
宅
で
指
輪
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
等
の
貴
金
属
を
相
場
よ
り
安

く
買
い
取
る
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。 

 

簡
単
に
勧
誘
に
乗
っ
て
し
ま
う

と
、
信
用
で
き
な
い
業
者
へ
個
人
情

報
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
、
詐

欺
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
際
は
、
家
族
や
信
頼
で
き
る

方
へ
相
談
し
、
慎
重
な
対
応
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。 

□
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト 

１
．
会
社
名
や
店
舗
名
を
名
乗
ら
な

い
電
話
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！ 

２
．
実
際
に
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、

身
分
証
だ
け
で
簡
単
に
信
じ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！ 

３.

売
却
し
た
と
き
は
契
約
書
面
の

交
付
を
求
め
ま
し
ょ
う
！ 

悪
質
な
勧
誘
に
お
困
り
の
方
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
つ

な
が
り
ま
す
。 

 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

電
話
：
（
局
番
無
し
）
１
８
８ 

 

 

役
場 

地
域
振
興
課 

政
策
企
画
係 

電
話
０
８
５
１
２-

２-

８
５
７
０ 

1 いのちの電話がめざすもの 釜瀬　春隆 理事長・釜瀬クリニック 9 島根県の自死の現状と対策 青山　佳世 島根県健康福祉部障がい福祉課

2
対人関係の基本

－自己理解と他者理解－
大西　俊江 山陰心理研究所 10 自死遺族に寄り添う 桑原　正好 しまね分かち合いの会・虹

3 精神疾患の基礎知識 小原　圭司 県立心と体の相談センター 11
ライフサイクルにおける危機

－乳幼児から中高年まで－
高橋　悟 島根大学人間科学部

4 性と生殖の健康/権利 河野　美江 島根大学保健管理センター 12 高齢者の世界 西﨑　緑 島根大学人間科学部

5 ひきこもりの理解と支援 原田　豊 鳥取県立精神保健福祉センター 13 子どもと若者の自死 永岡　秀之 島根県立こころの医療センター

6 災害時のメンタルヘルス 原田　豊 鳥取県立精神保健福祉センター 14 子どもの虐待とDV 成瀬　明子 CAPスペシャリスト

7 うつと自死 稲垣　正俊 島根大学医学部 15 カウンセリングの基礎 蔵　あすか 山陰心理研究所

8 身近な法律相談・人権 丸山　創 島根丸山法律事務所



                                 

                                 

                                 

                                 

 
 

 

 

 

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
幹
部
候

補
生
等
を
募
集
し
ま
す
。 

 

 

日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
４
年
４
月
１

日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者 

※
大
卒
（
見
込
含
）
で
あ
れ
ば
20
歳
以

上

22
歳
未
満
の
者
、
修
士
課
程
修
了

者
等
（
見
込
含
）
で
あ
れ
ば
28
歳
未
満

の
者
も
応
募
可 

 

３
月
１
日
（
月
）
か
ら 

４
月
28
日
（
水
）
ま
で 

 

《
一
次
》
５
月
８
日
（
土
）
、
９
日
（
日
） 

※
９
日
（
日
）
は
、
飛
行
要
員
希
望
者

の
み 

 

《
一
次
》
筆
記
試
験 

 

《
一
次
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

 

 

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
１

日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者 

 

３
月
１
日
（
月
）
か
ら 

５
月
11
日
（
火
）
ま
で 

 

 

《
一
次
》
５
月
22
日
（
土
）
、
23
日
（
日
） 

 

《
一
次
》
筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査 

 

《
一
次
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 

日
本
国
籍
を
有
し
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い

て
、
次
の
部
門
（
海
上
自
衛
隊
〔
艦
船
・

航
空
機
・
武
器
、
情
報
通
信
、
安
全
保
障
、

語
学
、
心
理
〕
、
航
空
自
衛
隊
〔
情
報
通

信
、
研
究
開
発
、
衛
生
（
看
護
・
心
理
）
、

安
全
保
障
〕
）
を
専
攻
し
、
令
和
４
年
４

月
１
日
現
在
、
大
学
卒
業
後
の
経
過
年

数
等
が

12
年
以
上

45
歳
未
満
の
者
又

は
８
年
以
上
38
歳
未
満
の
者 

※
部
門
は
、
昨
年
度
参
考 

 

３
月
１
日
（
月
）
か
ら 

５
月
21
日
（
金
）
ま
で 

 

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 

日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
３
年
４
月
１

日
現
在
、
20
歳
以
上
で
、
令
和
３
年
７
月

１
日
ま
で
に
資
格
・
免
許
等
（
気
象
予
報

士
・
第
２
種
電
気
主
任
技
術
者
・
第
３
種

電
気
主
任
技
術
者
他
）
を
有
す
る
者 

※
資
格
・
免
許
等
は
、
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

 

 

３
月
１
日
（
月
）
か
ら 

５
月
21
日
（
金
）
ま
で 

 

６
月
18
日
（
金
） 

 

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査 

 

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力

本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部 

 

松
江
市
向
島
町
１
３
４
番
１
０
号 

電
話
０
８
５
２-

２
１-

０
０
１
５ 

 

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安
学
校

の
学
生
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。 

 

 

令
和
３
年
３
月
26
日
（
金
）
午
前
９
時

か
ら
令
和
３
年
４
月
２
日
（
金
）
ま
で 

（
当
日
受
信
有
効
）
※
受
験
申
込
み
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

 

令
和
３
年
５
月
16
日
（
日
） 

 

 

鳥
取
県
米
子
市 

・
採
用
後
は
、
海
上
保
安
学
校
（
京
都

府
舞
鶴
市
）
に
て
１
年
間
の
修
学
、
そ

の
後
、
配
属
先
の
巡
視
船
等
で
勤
務
し

ま
す
。 

 

（
１
）
令
和
３
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

13
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
令

和
３
年
９
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者 

（
２
）
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の

課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
令
和

３
年
４
月
１
日
に
お
い
て
当
該
課
程

を
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て

13
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
等
人

事
院
が
（
１
）
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者 

 

 

第
八
管
区
海
上
保
安
本
部 

 

総
務
部
人
事
課 

 

電
話
０
７
７
３-

７
６-

４
１
０
０ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス 

【h
t
t
p

：/
/
w
w
w
.
k
a
i
h
o
.
m
l
i
t
.
g
o
.
j
p

/
o
p
e
/
s
a
i
y
o
u
/
b
o
s
y
u
/

】 

採
用
試
験
の
詳
細
は
、
海
上
保
安
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。 



                                 

                                 

                                 

                                 

 
 

《
一
人
で
悩
ま
ず
、
専
門
医
に 

 
 

 
 

 

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
》 

 

隠
岐
保
健
所
で
「
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

精
神
科
医
師
が
、
ご
本
人
や
ご
家

族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
眠
れ
な
い

日
が
続
く
、
イ
ラ
イ
ラ
が
続
く
な
ど
、

心
の
不
安
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
、

お
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
や
め
ら
れ
な

い
、
物
忘
れ
に
よ
る
不
安
、
ひ
き
こ

も
り
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

医
療
受
診
に
悩
ん
で
い
る
方
も
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘

密
は
守
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
は
事

前
予
約
制
で
す
。 

 

３
月
８
日(

月)
 

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で 

 

隠
岐
保
健
所 

 

 

 

 

確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は

「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。 

 

入
場
整
理
券
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通

じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
が
大

変
便
利
で
す
（
申
込
は
来
場
希
望
日

の
十
日
前
か
ら
可
能
で
す
。
）
。 

友だち追加はこちらから 

国税庁 

ＬＩＮＥ公式アカウント 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
】 

 

国
税
庁
を
「
友
だ
ち
」
追
加 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
】 

「
相
談
を
申
し
込
む
」
を
選
択 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
】 

 

税
務
署
・
希
望
日
時
を
選
択 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
】 

 

申
込
完
了 

→ 

会
場
で
提
示 

※
税
務
署
で
は
、
当
日
分
の
み
配
付
し

ま
す
が
、
配
付
状
況
に
応
じ
て
、
後
日

の
来
場
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

今
年
の
会
場
は
三
密
回
避
！ 

会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

西
郷
税
務
署
調
査
部
門 

 
 

 
 

 
 

電
話
２-

０
３
７
８ 

 

国
税
庁
で
は
、
令
和
３
年
度
国
税
専

門
官
採
用
試
験
を
、
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。 

 

・
試
験
日 

６
月
６
日(

日)
 

・
試
験
地 

広
島
国
税
局
管
内
で
は

松
江
市
、
岡
山
市
、
広
島
市 

・
試
験
種
目 

基
礎
能
力
試
験(

多
肢

選
択
式)

、
専
門
試
験(

多
肢
選
択
式
、

記
述
式)

 

・
合
格
発
表
日 

６
月
29
日(

火)
 

 
・
試
験
日 

７
月
５
日(

月)

～
７
月

16
日(
金)

の
う
ち
指
定
す
る
日
時 

・
試
験
地 

広
島
国
税
局
管
内
で
は

広
島
市 

・
試
験
種
目 
人
物
試
験
、
身
体
検
査 

・
合
格
発
表
日 
８
月
17
日(

火)
 

 

 

 

・
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者 

・
平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者 

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
４
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者 

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者  

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
が
で

き
な
い
場
合
は
、
第
１
次
試
験
地
に
対

応
す
る
国
税
局
に
受
験
申
込
書
を
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
３
月
26
日(

金)

午
前
９

時
～
４
月
７
日(

水)
 

※
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
場
合
は
、

３
月
26
日(

金)

～
３
月
29
日(

月)
 

(

３
月

29
日(

月)

ま
で
の
通
信
日
付
印

有
効)

 

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
ア
ド
レ
ス
】

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
 

j
p
/
j
u
k
e
n
.
h
t
m
l
 

 

・
西
郷
税
務
署
総
務
課 

電
話
２-

０
３
５
０ 

・
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係 

 

電
話
０
８
２-

２
２
１-

９
２
１
１ 

内
線
３
６
３
５
・
３
７
４
３ 

 
 

 
 

 

別 冊  

 

島
根
県
立
心
と
体
の

相
談
セ
ン
タ
ー
医
師 

 

２
月
26
日
（
金
） 

※
事
前
予
約
制
で
す
。 

 

 

隠
岐
保
健
所 

地
域
健
康
推
進
課 

電
話
２-

９
７
１
２ 



                                 

                                 

                                 

                                 

隠岐しげさ節全国大会 / 隠岐の島ウルトラマラソン 

参加者の募集について 
 

第３５回 隠岐しげさ節全国大会 

■開催日時：５月９日(日) 午前 10：00～午後 5：30 

■会 場：隠岐島文化会館 大ホール 

■種  目：初・中・上級の部（唄 / 三味線） 

子ども大会（唄 / 三味線） 

■参 加 費：一種目 3,500 円、二種目 6,500 円（子ども大会は無料） 

■申込期間：２月１日(月)～３月１２日(金) 

■申込方法：専用の「申込書」によりご応募ください。 

（申込書および募集要項は、役場・商工観光課の窓口にてお配りしているほか、

隠岐の島町ホームページで公開しています。） 

 ■そ の 他：３月２０日頃までに、開催可否について再度検討します。 

第１５回 隠岐の島ウルトラマラソン 

 ■開 催 日：６月２０日(日) 

 ■会  場：100km の部：隠岐ポートプラザ前をスタート 

50km の部：水若酢神社前をスタート 

→それぞれ隠岐の島町総合体育館前でフィニッシュ 

 ■種 目：100km の部 / 50km の部 

 ■スタート：[100km] 午前 5：00  /  [50km] 午前 11：30 

 ■参加定員：[100km]     400 名  /  [50km]      300 名 

       （内、島外参加者 450 名） 

 ■参 加 費：[100km]  18,000 円  /  [50km]  14,000 円 

 ■申込方法：ＲＵＮＮＥＴ（インターネットエントリーのみ） 

       ※今回は専用振替払込用紙による応募はできません。 

              （詳細は、隠岐の島ウルトラマラソン公式ホームページをご覧ください。） 

 ■申込期間：３月１日(月)～３月２２日(月) 

 ■そ の 他：４月中旬に、開催可否について再度検討します。 

要注意 

＊お問い合わせ先＊ 

● 住所：隠岐の島町下西 78 番地 2（隠岐の島町役場・商工観光課内） 

● 電話：08512－２－８５７５   ● ＦＡＸ：08512－２－３３０２ 


